
敷地調査のポイント 

 

実習課題「職員および学生のための休憩スペースとしてふさわしいランドスケープデザインの提

案」を念頭に、自由なアイデアでデザインのヒントになる情報を集めましょう。敷地や敷地の周

辺には、どのような問題点があるだろうか？どのような資源が隠されているだろうか？何か不足

しているものはあるだろうか？ 

 

現地調査 

現地での調査時間は限られているので、効率的に調査しましょう。 

1：20 敷地の境界線の確認 

1：30 敷地の大きさの確認 

 ・敷地の端から端まで巻き尺を引いて、何 mあるのかを確認。 

1：50 空間における身体感覚をリセット 

 ・敷地の端に立ち、3m、5m、10m 先がどこになるのかを予想し、巻き尺で確認。 

 ・自分の歩幅（一歩）は何センチになるのか？ 

 ・敷地の境界線上を歩いて、各辺を何歩で歩けるか記録。 

2：10 平面図やスケッチブックに現場の情報を書き込む（あれば、同時にデジカメで記録） 

 ・建物の柱や開口部（窓や扉）の位置 

 ・地表面や地形の状態 

 ・樹木や設置物等 

 ・利用のされ方 

 ・景観の見え方（立ったり、座ったり、歩いたりしながら） 

2：40 スケッチブックに周囲の情報を書き込む（あれば、同時にデジカメで記録） 

 ・周辺からアクセス可能なルート 

 ・キャンパス内の休憩スペースの位置と状況 

 ・中庭にいる人の建物内からの見え方 

3：50 集合 

 ・製図室に集合し、来週の説明。その後、解散 

 

敷地分析の結果のまとめ（宿題） 

敷地分析の結果を、できる限り視覚的に表現してまとめましょう。 

・中庭内の「資源」と「問題点」、「不足しているもの」 

・中庭内および外からの動線 

・中庭にいる人の建物内からの見え方 

・キャンパス周辺の休憩スペースの分布と状況 

・その他 

 

宿題の提出 

次回の授業中に提示し、確認を受ける。 
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敷地分析結果の空間的表現例 

 

敷地と敷地周辺の分析には、例えば、 

 景観条件（地形、眺望、シンボル） 

 自然条件（植物、土壌、地質、水分、日照、気候） 

 人文条件（歴史、文化、アクセス、アメニティ、安全、利用） 

等々、様々な条件が考えられる。グラフや表によって表現される情報もあるが、空間情報と結び

つけられて初めて意味を持つものも多い。敷地分析の結果を空間とうまく結びつけて表現した例

を以下に示すので、参考にしてほしい。 

 

1. Michael Laurie による敷地分析の例 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景観資源である池や敷地内から眺望可能な方向が示されている 

 

2. Clare Cooper Marcus による敷地分析の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歩行者の主要な動線（移動に使う線）や休憩スペースをデザインするのに必要な情報が簡潔に示されている 2） 
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どの人種の人々が、どこの空間を利用しているのかを示した図 3)  利用している位置を年齢グループ別に示した図 4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （左）大学キャンパスにおいて学生に好まれている場所を図示したもの 

 （右）夜間に危険な場所であると認識されている場所を図示したもの 5） 
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3. Garrett Eckbo による敷地分析の例 6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大学キャンパス内の歩行者や車両の動線（circulation）とバス停や駐車場の情報を図示したもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大学キャンパス周辺の現存植生について図示したもの 
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4. Lawrence Halprin による敷地分析の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Sea Ranch という美しい海岸線の続く地域において住宅開発を計画した際の敷地分析の例 

  目のマークや矢印、タイプの文字が Halprin 独特の感性を表している。7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Motation（造語）と呼ばれる、シークエンス景観分析のためのスコア。 

  移動にともなう景観の連続的な変化が抽象的に表現されている。 

  左側は平面図、右側は景観が変化する様子を記号を援用しながら示している。8） 
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5. Reuben Rainey による敷地分析の例 9） 

 

 

 

 

                樹木の配置によって生まれる空間を分析した図 

 

 

 

 

                軸線を分析した図 

 

 

 

 

 

                樹幹や壁といった垂直方向の要素の配置を分析した図 

 

6. 日影図による敷地分析の例 

 

 

 

 

 

 

 

  Michael Laurie による作図 10） 

  一年間のうちの任意の日時を設定し、建物や樹木によって作られる影の範囲を調べる。 

  植栽計画や休憩スペースのデザインなどさまざまな場面で重要な情報となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  北緯 36 度の地点における太陽の軌跡（方位角および高度角）11） 
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